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１．手引き作成の背景・目的 

平成20年5月に「地域における歴史的風致の維持

及び向上に関する法律」（通称「歴史まちづくり

法」）が成立し、まちづくり行政と文化財行政が

連携した“歴史まちづくり”が推進されることと

なった。平成23年12月6日現在、全国27都市が歴史

まちづくり法に基づく歴史的風致維持向上計画の

認定を受け、地域の歴史・文化を活かしたまちづ

くりに取組んでいる。 

歴史まちづくりの推進にあたっては、地域特性

を踏まえながら、歴史的風致を構成する主要な要

素である建造物等を適切に保全・活用・復元する

ことが重要である（図1）。しかし、多くの地方自

治体では、専門的な技術や経験を持った職員を配

置しておらず、また建造物等の条件に応じた保

全・活用・復元等の手法やプロセス等に関する十

分な情報も提示されていない状況にある。 

そこで、歴史まちづくりの推進に向けた地方公

共団体の取組みを支援し、歴史まちづくり法の適

切な運用を図るため、歴史的風致形成に資する建

造物等に関して、地域特性に応じた具体的な保

全・活用・復元等の実施手法及び実施プロセス等

について、先進的な歴史まちづくりの取組み事例

とともに『手引き（案）』として取りまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 城下町における歴史的風致の主な構成要素 

２．手引きの概要 

手引きの構成は、図2に示す通りである。 

まず、「１．歴史を活用したまちづくりについ

て」において、我が国におけるこれまでの歴史ま

ちづくりに関わる施策等の系譜を整理したうえで、

歴史まちづくりに取組む意義や課題を整理する。 

続いて、「２．まちの歴史的特性の見方・調べ

方」において、まちの成り立ちや歴史的資源など、

歴史まちづくりに取組む際の前提となる地域の歴

史的特性の見方・調べ方について整理する。 

そのうえで、「３．歴史まちづくりに向けた取

組みや手法等の事例」において、歴史的風致の構

成要素ごとに、具体的な事例とともに、歴史まち

づくりの取組み手法等を整理する。 

３．手引きの活用 

本手引きは、国総研資料として公表予定である。

（http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/seika.html） 

本手引きが、地方公共団体における歴史まちづ

くりの取組みの一助となることを期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 『歴史まちづくりの手引き（案）』の構成 
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１．歴史を活用したまちづくりについて 

２．まちの歴史的特性の見方・調べ方 
２-１．我が国固有のまちの成り立ち、都市の構造を知る 

２-２．現在までのまちの歴史的変遷や変化を知る 

２-３．地域のまちづくりの方向性や規制誘導の内容を知る 

２-４．地域にある文化財等の歴史的な資源を整理する 

２-５．地域の文脈や資源から歴史まちづくりの方向性を定める 

３．歴史まちづくりに向けた取組みや手法等の事例 
３-１．歴史的に特徴のある都市の構造を活かす 

３-２．ランドマークやシンボルの修復・復元とそれらの眺望を 

確保する 

３-３．歴史まちづくりの資源となる要素の維持・保全、再生を 

図る 

３-４．魅力を高める素材や工作物の収まり、様式や工法 

などに留意する 

３-５．地域独自の祭事や行事など、まちと人との文化的な 

つながりを継承する 

『歴史まちづくりの手引き （案）』
の作成
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（博士（工学））

 阿部　貴弘　室長 松江　正彦

●成果の活用事例 

 

 

「街路樹の倒伏対策の手引き」 
 

 

環境研究部 緑化生態研究室 室長松江 正彦 主任研究官飯塚 康雄 

（キーワード） 街路樹、倒伏、危険度、診断、維持管理 

 

１．はじめに 

 台風等の強風により倒伏する可能性を有する街

路樹は、交通障害や人的障害を引き起こす危険性

を有しており、過去には人身傷害に繋がる事故も

発生している。 

 本手引きは、街路樹の倒伏等に繋がる危険性を

最小のものとするため、樹体の構造的な欠陥等を

把握する診断方法と危険性を改善する処置方法を

提案したものである。 

２．「街路樹の倒伏対策の手引き」の概要 

街路樹の倒伏対策は、以下に示す手順によって

進められる（図1）。 

(1)予備診断 

 予備診断では、多数の街路樹のなかから、樹木

健全度調査、植栽環境調査が必要となる危険性を

有する樹木を抽出するために、外観か

ら簡易的に樹木形状や活力の異常、樹

体の欠陥の有無を把握する。 

(2)樹木健全度調査 

 樹木健全度調査では、台風等の強風

時に発生する倒伏の主な原因となる、

①樹木の生育不良による根系伸長不良、

②樹体の傷から侵入した木材腐朽菌に

より生じた空洞や腐朽等の構造的な欠

陥による支持強度の低下等について把

握する。 

(3)植栽環境調査 

 植栽環境調査では、生育条件調査と

して、植栽地や気象条件、支柱等の保

護材の状態を把握し、障害対象調査と

して、街路樹が倒伏した際に発生する

障害を事前に予測する。 

(4)改善的処置 

 改善的処置では、健全度調査により把握した危

険度が高い樹木について、街路樹としての機能を

考慮した上で、危険性を解消、あるいは低減する

ために必要な処置を行う。 

(5)倒伏検証調査 

 街路樹に倒伏等の障害が発生した際は、倒伏等

に至った原因を明確にした上で、樹木健全度調査

や改善的処置の適正を検証する。 

３．成果の公表 

本成果は、国土技術政策総合研究所資料第669

号として発行した。本手引きが、健全な街路樹を

維持し、みどり豊かな生活環境の保全に寄与でき

ることを期待している。 

http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/ (緑化生態研究室)  

図１ 街路樹の倒伏対策のフロー 
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